
う事業から人 ・令和３年度はコロナウイルス感染拡大防止対策

意見を踏まえて、サポートセンターの事業内容を検討していく必要があ が集わない事業に、企画変更し経費の見直しを行い積算を行いました。 として主な事業を中止しましたが、令和４年度からは、新しい生活様式

ります。 　　　　　　　　　 においても実現可能な事業の実施を見込んで積算を行いました。
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款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 4年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
2. 総務費 6. 市民公益活動サポートセンター管理運営事業

1. 総務管理費

14.地域振興費 市民公益活動サポートセンター

（佐倉市）　　

第５章
市民とともに創る　多様性のある　持続可能なまち -

（市民参加・自治体運営） 令和 3年度 -

経常 単独 計画 0 0 5,798 基本施策１
コミュニティ 令和 4年度 -

令和 5年度 -

施策２
コミュニティの活動拠点の整備支援・利用促進を行 令和 6年度 -

います 令和 7年度 -

諸収入

600 600 △600

600 6,017 600 5,417

・市民公益活動に関する情報の収集及び提供に関する事 ・市民公益活動団体相互の交流拠点、情報収集提供拠点 ・市民公益活動に関する拠点を設置し、各種事業を実施

業を行います。 、会議や印刷作業などの活動拠点施設としてのセンターを適正に管理運 することで、市民公益活動の活性化を図ります。

・市民公益活動に関する相談に関する事業を行います。 営するとともに、市民公益活動団体の交流や推進体制充実のための各種

・市民公益活動の推進に関する事業を行います。 事業を実施することで市民公益活動団体等の支援を推進します。

・市民公益活動サポートセンター運営協議会を開催し、センターのあり ・運営協議会の意見をセンターの管理・事業実施に生かします。

方や各種事業について意見を聴取し、管理・事業実施に生かします。

・市民活動を取り巻く状況の変化や運営協議会の ・式典運営委託料において、人が集


